
情報通信機器の販売・保守を行う

レカムが2009年10月、自社ブランドに

よるオリジナルのIPビジネスホン

「AI-900シリーズ」（ブランド名は

「anoa（アノア）」）の販売を開始した。

開発・製造は、グループ会社であ

るアスモ（旧ケーイーエス。08年10月

に社名変更）が担当。アスモは、ヒッ

トを記録したPHS端末「9（nine）」の

製造メーカーであり（PHS事業は08年

にネットインデックスへ事業譲渡）、そ

のほか、旧神田通信時代からの

NTTへのOEM等の実績や、無線技

術のノウハウを持つ。そのリソースを

注入して開発したのが今回の商品

だ。レカム代表取締役兼執行役員社

長CEOの伊藤秀博氏によれば、「オ

リジナルビジネスホンの開発は、06

年のケーイーエス子会社化の目的の

1つだった」という。

自ら吸い上げた顧客の声を企画開

発に活かし、市場ニーズに適った商

品を低コストに調達する―。伊藤

氏は、「『ユニクロ』と同じモデル」と、

小売店から製造型小売業への転換

を契機に急成長を遂げた衣料品業

界の革命児に、自社をなぞらえる。

「市場そのものの成長が見込めなく

なった今、それが利益最大化を図る

のに最適なモデル」と語る。

独創的な電話機デザイン

さて、製販一体のメリットは、新商

品にどう活かされているのか。その

特徴から見ていこう。

極端にコモディティ化の進んだビ

ジネスホンは、機能の差別化はもは

や非常に厳しい状態にある。そこで

第1にこだわったのがデザインだ。

anoaは、「amadana」ブランドでデ

ザイン家電を展開するリアル・フリー

トと共同で企画・開発された。アル

ミやアクリル素材で高級感を出すだ

けでなく、従来のビジネスホンに比べ

て奥行きを約半分とし（116mm）、机

上スペースを有効活用できる。従来

のオフィス電話機にない独創的なデ

ザインだ。ボタンサイズは小さいが、

ボタンを斜めにせり上げて押しにくさ

を解消するなどの工夫を施している。

また、液晶画面の操作にはアイコ

ン表示を採用。携帯電話／PHSライ

クな操作性を取り入れている。

「どの業界でもデザインがヒット商

品を生み出すきっかけになっている

のに、ビジネスホンでは話題にもなっ
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レカムが自社ブランド製品「anoa」を発売

自社ブランドによるオリジナルのビジネスホン「anoa」の販売を開始した

レカム。製販一体のメリットを活かして販売増を狙うだけでなく、保守ビジ

ネスの育成にも取り組み、ビジネスモデルの転換をも狙う。

ビジネスホンの「ユニクロ」になる
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レカム代表取締役兼執行役員社長CEOの伊藤
秀博氏

「必要な時に印刷できない」 
  を防止し、無駄を省く 

京セラミタ製MFP

電話帳データ 
を共有 

電話番号とFAX番号を一括管理 
メンテナンスが容易に 

FAX受信 液晶ディスプレイ 
に通知 

1/25（木）11:00　　　未読1件 
FAX受信完了　-2F KM4050

重要FAXの取り忘れ・
処理の遅れを防止 

トナー減少・ 
用紙切れ発生 

MFPの状態を 
アラーム通知 

1/25（木）13:00　　　未読2件 
トナー残量小　-2F KM4050

図表1 複合機（MFP）との連携による業務効率改善


